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――― 内 容 ――― 

１. 「南極観測の５０年－極地の研究と生活－」の開催案内 

 
 
■「南極観測の５０年－極地の研究と生活－」の開催案内 

日本雪氷学会北海道支部は、以下のイベントを南極ＯＢ会北海道支部と共催いたします。南極に

まつわるお話を聞いたり、いろいろなものを見たり体験できる貴重な機会です。皆様の参加をお待

ちしております。 
 

南極観測５０周年記念行事  南極観測の５０年 －極地の研究と生活－ 
 
わが国が 1956年に初めて南極に観測隊を派遣して以来、今年の 11月に 50年の節目を迎えます。

これを記念して南極ＯＢ会北海道支部は南極観測５０年の歴史と現状、南極観測の意義や成果を分

かりやすくお伝えします。子供向けの楽しいイベントもあります。 
無人の昭和基地で過酷な南極の冬を生き抜いた樺太犬のタロが皆様をお出迎えします。数十万年

も大昔の空気が詰まった氷床深層コアや宇宙からやって来て南極で見つかった隕石の展示をはじめ、

一万年以上前の空気が大きな圧力で詰まっている南極の氷を融かして音を聞くこともできます。記

念品も販売します。展示物の前では、南極観測に従事した北海道ゆかりの観測隊員が説明にあたり

ます。 
日 時： 平成１８年１１月２６日（日）13:00～17:00 
場 所： 北海道大学学術交流会館 札幌市北区北８条西５丁目 
      （北海道大学正門を入って直ぐ左側にある建物） 
主 催： 南極ＯＢ会北海道支部 
      http://www.mmm.muroran-it.ac.jp/~yukinori/jare-hok/index.htm 
共 催： 日本雪氷学会北海道支部 
      http://www.seppyo.org/~hokkaido/index.html 
後 援： 北海道大学、日本気象協会北海道支社 
対 象： 小学生から大人まで、どなたでも参加できます。 
入場料： 無料 

 
◎講演会（小講堂） 

13:00～13:05  挨拶     南極 OB 会北海道支部長 安藤久男 

13:05～13:25  南極ことはじめ 

 安藤久男  第 10 次日本南極観測隊 内陸旅行隊長 

 南極観測事業が開始される前年の１９５６年初頭、西堀栄三郎さんから札 幌の加納一郎さんに

犬ソリを南極観測隊で使いたいという話が持ち込まれた。これを受けて北大山岳部の学生達によっ

て「北海道大学極地研究グループ」を結成され、カラフト犬を対象に犬ソリの訓練が行われた。南

極へ連れて行くまでの訓練の状況を話す。 
13:25～14:15  南極観測の５０年 

 渡辺興亜 元国立極地研究所長 

 わが国の南極観測は１９５６年１１月８日に「宗谷」が第１次観測隊を乗せ、晴海を出港して以

来、今年１１月で５０年目を迎える。今年は４８次隊を送り出す。この間、わが国の南極観測は地

球科学、惑星科学、生物科学分野で大きな成果を上げてきた。日本の観測基地は「昭和基地」の他

に南極大陸最高地点の１つである「ド－ムふじ基地」を含む四基地を擁し、南極大陸の気候系に対

応する本格的な観測網を展開している。南極観測船の変遷を軸に、南極観測の発展の歴史を述べる

と共に、南極氷床内陸部の探検の道筋を語る。 



14:15～14:45  映画上映「題名：南極の詩」 

14:45～15:20  休憩 展示の観覧 

15:20～16:10  零下七十度を生きる 

 米山重人  国立病院機構西札幌病院外科医長  

         第３２次・３７次日本南極観測隊 ドーム基地越冬隊員 

 南極ドーム基地は日本のベースステーションである昭和基地から 1,000ｋｍ内陸に位置し，標高

4000ｍ，気圧 600 ヘクトパスカル、年平均気温－60 度という地球上で最も厳しい環境にある。私

はこの地を三重苦のドームと呼んでいた。半年は零下 70 度台という超低温、酸素分圧が地上の 60％
という低酸素、そして雪が全く解けないための異常乾燥である。この苦しみを乗り越え南極大陸の

てっぺんを生きた男達の話である。 
16:10～17:00  氷床深層コアによる地球環境の復元 

 藤井理行 国立極地研究所所長 

 氷床コアは地球環境のタイムカプセルである。過去の気温、温室効果ガス濃度や、砂漠、海洋、

生物、火山など地球環境の状態を示す情報が、さまざまな物質として氷の中に保存されている。わ

が国の研究者は、これまで 40 年近くにわたり、南極氷床の掘削とコアの研究を続けてきた。こう

した歴史を振り返るとともに、南極ドームふじ深層コアから明らかとなった過去数十万年スケール

の地球環境を紹介し、地球環境の将来を考える。 
 
◎展示会（玄関ホール。講演会と同時並行） 

 ・     無人の昭和基地で過酷な南極の冬を生き抜いた樺太犬タロがお出迎え 
 ・     地球環境の変遷を記録したタイムカプセル 
      － 南極氷床深層コアのスーパー冷凍庫特別展示 － 
 ・     南極やまと山脈裸氷帯で発見された隕石２種の展示 
 ・     南極観測隊の活動内容や研究成果のパネル展示 
 ・     50 周年記念ビデオ 「白い大陸からのメッセージ」ほかの上映 
◎雪氷楽会（玄関ホール）雪氷学会企画の小学生向けの実験や体験学習 

 ・     南極氷床氷に閉じこめられた昔の空気の音を聞こう。 
 ・     君も南極に行こう。越冬隊員用防寒具を試着してみよう。 
 ・     雪と氷の不思議 
      － ペットボトルで雪を作ろう。キラキラ光るダイヤモンドダストも作るぞ！ 
      － 氷が凍る瞬間を見よう！切っても切れない氷の不思議を体験しよう！ 
 ・     六角形で雪の結晶を作ろう 
 ・     サンピラーを再現してみよう 
 ・     雪結晶を空中に浮かべてみよう 
◎記念品販売等  

 ・     南極観測５０周年記念の記念品（ネクタイ、ネクタイピン、絵葉書、清酒「南極大陸」、

記念天測点文鎮）を販売します。 
 ・     南極と南極観測の紹介パンフレットを無料進呈 
 ・     雪上車の紙模型を無料進呈 
◎連絡先：南極ＯＢ会北海道支部事務局 札幌市北区北１９条西４丁目 
     北海道大学低温科学研究所  河村俊行 
            電話：011-706-5473： ファックス：011-706-7142 
 
■事務局からのお願い 

 ニューズレターの送付先を変更する場合は、新しい送付先を、幹事長または庶務幹事までお知ら

せ下さい。また、ニューズレターや日本雪氷学会北海道支部の活動に関するご意見、ご感想をお寄

せ下さい。お寄せいただいたご意見については、次回幹事会で検討致します。 
 

事務局： 〒060-0819 札幌市北区北 19 条西 8 丁目  

                    北海道大学低温科学研究所  支部幹事長 兒玉 裕二 

ニューズレター連絡先：〒064-0804 札幌市中央区南 4 条西 6 丁目 11-2 全日ビル 

        （株）雪研スノーイーターズ  支部庶務幹事 大槻 政哉 

   Tel ：011-272-3540  Fax：011-272-3550  E-mail：otsuki@snow-eaters.com  


